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青森県小川原湖における汽水湖沼堆積物に記録された近年の堆積環境の変化
Change of recent sedimentary environment recorded to the coastal Lagoon sediment in
the Lake Ogawara , Aomori Prefecture
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古環境や古気候を解析するためには，それを記録する堆積物の特徴を明らかにしておく必要がある．しかし，汽水湖
沼は，流入河川からの堆積物の供給や，潮汐，気候変動，人間活動などの影響で湖沼の堆積環境が大きく変化し，それ
ぞれ特徴的な湖沼環境を示すことが知られている．このような汽水湖沼堆積物に記録された近年の堆積環境の変化を高
解像度で復元することを目的とし，青森県小川原湖において 2012年 11月にコアリングを行った．
調査地域である小川原湖は，青森県東部に位置する汽水湖である．湖水は，表水層 (0～10m)，変水層 (10～18m)，深

水層 (18m以深)の三層構造に区分され，変水層以深では，無酸素～強還元的な環境を示す．
調査は小型船舶を用い，広域底質調査を行った地点である Og20，33，64，84，95、97の 6地点でショートコアを採

取した．コア長はそれぞれ，17cm，35cm，43cm，32cm，18cm，32cmで，主に泥質堆積物である．ショートコアは半
割し，記録後，1cm間隔でスライスし，粒度分析および CNS元素分析を行った．
湖北のOg20では，上位は緑黒色を示し，下位では比較的明るい色調を示した．黒色層の平均粒径は 6.3φで，下位の

明るい層で 5.8φと粗い粒度を示した．黒色層では，3.5φ，5.5φ，7.5φのモードを持つ多峰性の頻度分布を示した．
下位の層では，3.5φのモードを持つ正規分布を示した．全有機炭素 (TOC)濃度は，上位の黒色層で 6％と高く，下位の
層で 2％と低い値を示した．全イオウ (TS)濃度は下位では 3.5％にまで達する．湖心の Og64は，コア全体を通して黒
色を示した．平均粒径は 6.5～8.5φで，上位では Og20と同様なモードを持つ多峰性の頻度分布を示したが，下位では
7.5φにモードを持つ正規分布を示した．TOC濃度は，表層で 9％を示すが，それ以深ではわずかに減少する傾向を示し
た．逆に，TS濃度は，下位に向かって増加し，最下位では 3％に達した．湖南のOg84，97の上位の層は黒色を示すが，
それより下位の層では相対的に明るい色調を示した．黒色層の平均粒径は，6.5φで，下位の層は 8.0φを示し，Og64と
同様なモードの変化を示した．TOC濃度は，黒色層で 7％前後を示すが，それ以深の層では減少する傾向にある．一方
TS濃度は，黒色層で 2.5％前後と比較的高く，それ以深では 0.4％と低い値を示した．これらの結果から，現在におい
ての表水層影響下の環境から，中塩分還元的な現在の変水層の環境へと移行していることが示唆される．3.5φ，5.5φ，
7.5φのモードの粒度組成の特徴はそれぞれ，太平洋側からの密度流起源によるもの，密度流起源による浮遊懸濁態，河
川起源による浮遊懸濁態であると考えている．下位の明るい層の単峰性の粒度分布から，黒色の多峰性の粒度分布に変
化していることから，現在の水質結果と 2000年以前の水質結果とを比べてみると，変水層における中塩分化が進んでお
り，太平洋側からの密度流による比較的粗粒な堆積物の供給が増加していることを示唆している．
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